
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者の皆様へ      副理事長・校医   福島 拓 

今月は月頭より「全国統一小学生テスト」があり、小学部の塾生全員に受験頂きました。祝日に

も関わらず送迎の労を頂いた保護者の皆様におかれましては、ご協力に感謝申し上げます。この模

試は、文章量が多くさらに毎年増えているのが特徴的ですが、大学入試を含めた入試全体の傾向を

反映させる、チャレンジテストとしての意味合いが強い模試です。試験の出来不出来に関わらず、

お子様にとっては、文章量のある問題に触れることができる一つのいい機会ではないかと思ってお

ります。 

また、昨今の中学入試では扱われる題材が変わってきており、それを体験して頂く意味合いもあ

ります。例えば国語の物語文と言えば、かつては同じ年頃の子供が主人公の物語を取り上げるのが

定番であり、単純な共感から直感的に理解しやすい内容でした。しかし、昨年の北嶺中の入試問題

では芥川龍之介の仙人から出題されたり、立命館慶祥中の入試問題では高校生の陸上部を題材にし

た文章であったり、小学生の子供にとっては、知らない時代背景や異なる年齢が題材になってきて

おります。ただ単純に目先の入試勉強さえしていれば理解できる問題ではなくなってきているとい

うことです。いかに子供の視野、興味を広げていけるか考えながら引き続き指導して参ります。 

 

 

 

 

クラズ通信 
麻生本校・円山校 

  
 

202２．1１．15発行 

 

入試本番まで１ヶ月あまり！ 
 

円山校 井尾 敦 / 麻生校  吉岡 祐 

 

     入試まで残すところ 1 ヶ月あまりとなりました。当事者であるお子様は勿論、保護者の皆様も

だんだん緊張してくる時期にきているのではないでしょうか。お子様に対して、普段は気にもか

けないところが目につき、思わず苦言を言ってしまうのもこの時期ならではのことかと思います。 

受験はどうしても「結果」が出るものです。結果にこだわるあまりお子様に対しては常に期待

や勉強を強いる言動をしてしまい、その結果思わぬストレスを与えたりしてしまうこともあるか

と思います。大切なことは、お子様が「やり切った」と思える気持ちになること。そのために保

護者は何をしたら良いのか、あわせてクラズユニックとしても万全の指導態勢で臨み、受験まで

の時間を指導していきたいと思っています。 

＜保護者の皆様に日常心に留めてほしいこと＞ 

① 解けない問題からスランプへ 

どの受験生でも演習を続けると必ず解けない問題に出会ってしまいます。さらに試験が近づく

とこの時期でも解けないものが出てくるのかと不安になります。その不安は焦りを生み、通常

であれば解ける問題さえも解けなくなる、いわゆるスランプ状態を自分で作ってしまう場合が

あります。ここで重要なことは、「あらゆる受験において満点は不要」ということです。各中

学校は合格ラインを設定しています。何点取れば合格と決まっていますので再度お子様に確認

させて大丈夫と声をかけてほしいと思います。 

 

 

 

 

 

＜裏面に続く＞ 

 



 

 

                                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

麻生本校：001-0037 札幌市北区北 37 条西 3 丁目 3-15📞011-716-7162 

円山校  ：064-0820 札幌市中央区大通西 23 丁目 1-1 📞011-613-7755 

 

11 月、12 月予定の詳細は QR コードから HPでご覧下さい。 

後期保護者面談・冬期講習のご案内（麻生校・円山校） 

 

＜裏面に続く＞ 

麻生校  後期保護者面談で、冬期講習や次年度の時間割およびクラス編成についてご案内致します。現

在通われている習い事の曜日や時間をお伺いすることがありますので、ご協力をお願い致します。通

塾曜日のご相談や学習内容、次年度に向けたご希望もお聞かせ頂ければ幸いです。 

後期面談日程：11/26（土）・11/27（日） 9：00～17：00  申込締切：11/21（月） 

12/19（月）～1/12（木）が冬期期間となります。基本的には通常の授業の形で進めていきます。 

※中学受験生対応個人指導  ※1/11（水）に学力コンクール      担当 吉岡 

冬休み中のご希望などありましたら面談時にお願いします。 

 

円山校 面談時、個別にお話しさせて頂きましたことに基づき、冬期講習期間は充実した学習を進めて参りま

す。受験生は特に大事な時間の中で毎回学習のねらいを決め受験直前の調整をしていきます。円山

小中学部は 12/19（月）～1/13（金） の期間で冬期講習を行います。    担当 井尾 

※公立中学受験適性検査 入試直前テスト演習&解説指導：12 月 26 日（月）～12 月 28 日（水）の 3 日間

実戦形式のテスト演習と解説授業を朝から夕方まで行います。 （希望者はお申込み下さい。） 

                                                     

 

 

② 解けないことに対して追い込まない 

解けないことで一番悔しく苦しんでいるのはお子様本人です。解けない場合は、四谷大塚の

予習シリーズの例題・基本問題に立ち返り、そこから解くことが大切ですので、そのような 

アドバイスが必要になります。また今更基本問題を解くの？と疑問に思われるお子様は多少

なりともいます。四谷大塚の受験校偏差値で 56前後（道内私立・公立中高一貫校はすべてカ

バー、ただし特待は SS64-68）までは基本問題をすべて理解して解ければ合格できるレベル

になることをご家庭でも共有していただき、前向きにお子様自らが解く方向に向くように誘

導してほしいと思います。 

③ 基本的に規則正しい生活を 

早寝早起きをしなさいというのではなく、普段の生活リズムを乱さないことが健康的に過ご

す最上の方法です。③として記載はしましたが、これが最も大切なポイントです。しかし恐

らく続けることは難しいことで、多くの受験生は不安のため、考えこみ寝られない場合もあ

るかもしれません。大切なことは同じ時間に布団に入り、同じ時間に布団から出るというこ

とです。「寝る・起きる」のではなく「入る・出る」で考えて、眠れなくとも「布団に入るこ

とが大事」という認識で接して下さい。 

 最後に  

受験する以上、結果は大事ですが、中学受験にチャレンジすることを最大限褒める心でお子様と

お過ごし下さい。 

 

 

 

 

 

 

 


